
今年度から日本留学試験利用選抜が追加され、日本留学試験
（日本語、数学コース２）と本学の面接で受験できます。
また、日本留学試験（EJU）を受験していなくても、本学の数
学試験と面接で受験可能です。
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2024年度　留学生入学選抜募集要項

今年度から日本留学試験利用入試が追加され、日本留学試験（日本語、数学コース２）と本

学の面接で受験できます。

また、日本留学試験（EJU）を 受験していなくても、本学の数学試験と面接で受験可能にな

りました。

１．募集学科及び募集人員

工学部　創生工学科　　　　40名

（機械分野、電気電子分野、システム情報分野、建築・土木分野）

２．出願資格

一般留学生選抜

出願資格

国内外において日本語を習得し、日本語で授業を受けることが可能な者で、日本の国籍を有

せず、出入国管理及び難民認定法において、大学入学に支障のない在留資格「留学」を有する

者、または「留学」に合格後変更が出来る者で次の⑴～⑸のいずれかに該当する者とする。

⑴　外国において、12年の学校教育（中等教育を修了している要件を含む）を修了している者。

⑵　中等教育機関を10年または11年で卒業した場合、「準備教育課程」として指定された機関

を修了した学生で、18歳に達した者。

⑶　日本の大学入学資格検定試験に相当する各国の認定試験（GCEAや 韓国の高等学校卒業学

力検定考試等）の合格者。

⑷　大学入学に関し、高等学校を卒業したものと同等以上の学力があると認められる者。

ア）国際バカロレア資格、ドイツのアビトゥア資格またはフランスのバカロレア資格を有す

る者で、18歳に達した者。

イ）国際的な評価団体（WASC、ACSI、CIS）の 認定を受けた外国人学校の12年の課程を

修了した者で、18歳に達した者。

⑸　大学において、個別の入学資格審査により、高校を卒業した者と同等以上の（に準ずる）

学力があると認めた者で、18歳に達した者。

入試日程

出願期間 試験日 合格発表 入学手続期間

第１期

2023年10月２日 ～10月18日㈬

ネット出願期間

2023年10月２日 ～10月15日㈰

10月22日㈰ 11月１日㈬ 11月２日㈭～11月17日㈮

第３期

2024年１月29日㈪～２月19日㈪

ネット出願期間

2024年１月29日㈪～２月16日㈮

２月25日㈰ ２月29 ３月１日 ～３月15日㈮

第４期

2024年２月20日㈫～３月８日㈮

ネット出願期間

2024年２月20日㈫～３月５日㈫

３月12日㈫ ３月16日㈯ ３月18日㈪～３月22日㈮

※２期は日本留学試験利用選抜のみ実施します

㈪

㈪

㈮日㈭



日本留学試験利用選抜

出願資格

国内外において日本語を習得し、日本語で授業を受けることが可能な者で、日本の国籍を有

せず、出入国管理及び難民認定法において、大学入学に支障のない在留資格「留学」を有する

者、または「留学」に合格後変更が出来る者で次の⑴～⑹のいずれかに該当する者とする。

⑴　今年度の日本留学試験（日本語と数学コース２）を受験した者。

⑵　外国において、12年の学校教育（中等教育を修了している要件を含む）を修了している者。

⑶　中等教育機関を10年または11年で卒業した場合、「準備教育課程」として指定された機関

を修了した学生で、18歳に達した者。

⑷　日本の大学入学資格検定試験に相当する各国の認定試験（GCEAや 韓国の高等学校卒業学

力検定考試等）の合格者。

⑸　大学入学に関し、高等学校を卒業したものと同等以上の学力があると認められる者。

ア）国際バカロレア資格、ドイツのアビトゥア資格またはフランスのバカロレア資格を有す

る者で、18歳に達した者。

イ）国際的な評価団体（WASC、ACSI、CIS）の 認定を受けた外国人学校の12年の課程を

修了した者で、18歳に達した者。

⑹　大学において、個別の入学資格審査により、高校を卒業した者と同等以上の（に準ずる）

学力があると認めた者で、18歳に達した者。

入試日程

出願期間 試験日 合格発表 入学手続期間

第１期

2023年10月２日 ～10月18日㈬

ネット出願期間

2023年10月２日 ～10月15日㈰

10月22日㈰ 11月１日㈬ 11月２日㈭～11月17日㈮

第２期

2023年11月16日㈭～12月13日㈬

ネット出願期間

2023年11月16日㈭～12月10日㈰

６月の日本留学試験（日本語と数学

コース２）を受験している人のみ出願可

12月17日㈰ 12月20日㈬ 12月21日㈭～１月19日㈮

第３期

2024年１月29日㈪～２月19日㈪

ネット出願期間

2024年１月29日㈪～２月16日㈮

２月25日㈰ ２月29日 ３月１ ～３月15日㈮

第４期

2024年２月20日㈫～３月８日㈮

ネット出願期間

2024年２月20日㈫～３月５日㈫

３月12日㈫ ３月16日㈯ ３月18日㈪～３月22日㈮

㈪

㈪

㈭ 日㈮



３．出
しゅつ

願
がん

から入
にゅう

学
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手
て

続
つづ
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出
しゅつ

　　　願
がん

：出
しゅつ

願
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書
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類
るい
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要
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を記
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じ
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作
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、検
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定
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（30,000円
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）を添
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一
いっ

般
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留
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学
がく

生
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選
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抜
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試
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　験
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　日
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日
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あし

利
かが

大
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学
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前
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場
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で試
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施
し
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集
しゅう

　合
ごう

　時
じ
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試
し

験
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利
り

用
よう

選
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抜
ばつ

日
に

本
ほん

留
りゅう

学
がく

試
し

験
けん

（日
に

本
ほん

語
ご

と数
すう

学
がく

コース２）を受
じゅ

験
けん

している人
ひと

試
し

　験
けん

　日
び

：定
さだ

められた期
き

日
じつ

に足
あし

利
かが

大
だい

学
がく

（大
おお

前
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キャンパス）会
かい

場
じょう

で試
し

験
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の実
じっ

施
し

。

集
しゅう

　合
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　時
じ

　間
かん

：10：00　　面
めん

接
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：10：30～

　　　

　※一
いっ

般
ぱん

留
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がく

生
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選
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抜
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と日
に

本
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留
りゅう

学
がく

試
し

験
けん

利
り

用
よう

選
せん

抜
ばつ
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時
じ

出
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願
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できません

 

合
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　　　格
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：各
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き
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発
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表
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。

 

入
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　学
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　手
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　続
つづき

：定
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められた期
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間
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に入
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学
がく

金
きん

・前
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期
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授
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業
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料
りょう

を納
おさ

め、手
て

続
つづき

書
しょ

類
るい

を提
てい

出
しゅつ

。

４．提
てい

出
しゅつ

書
しょ

類
るい

について（コピーのものはA４サイズで提
てい

出
しゅつ

。ホッチキス止
ど

めは不
ふ

要
よう

）

書
しょ

　類
るい

　等
とう

摘
てき

　　　　　　　　　　要
よう

入
にゅう

学
がく

志
し

願
がん

票
ひょう

本
ほん

学
がく

所
しょ

定
てい

のもの

出
しゅっ

席
せき

状
じょう

況
きょう

調
ちょう

査
さ

書
しょ 現

げん

在
ざい

在
ざい

籍
せき

している日
に

本
ほん

語
ご

学
がっ

校
こう

・専
せん

門
もん

学
がっ

校
こう

等
とう

から発
はっ

行
こう

されているもの。
受
じゅ

験
けん

時
じ

の出
しゅっ

席
せき

率
りつ

は原
げん

則
そく

85％以
い

上
じょう

とする。

高
こう

校
こう

の卒
そつ

業
ぎょう

証
しょう

明
めい

書
しょ

在
ざい

籍
せき

していた高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

から発
はっ

行
こう

されたもの。
日
に

本
ほん

語
ご

訳
やく

をつけること。（訳
やく

については日
に

本
ほん

語
ご

学
がっ

校
こう

の証
しょう

明
めい

で可
か

）高
こう

校
こう

の成
せい

績
せき

証
しょう

明
めい

書
しょ

在
ざい

留
りゅう

カ ー ド
の コ ピ ー

在
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留
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カードの表
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パスポートのコピー 氏
し

名
めい

、旅
りょ

券
けん

番
ばん
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ごう

が記
き

載
さい

されているページのコピー及
およ
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されているページのコピー。

作
さく

文
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同
どう
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稿
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よう

紙
し

に記
き

入
にゅう

。

入
にゅう

学
がく

検
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料
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はらい
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こみ

依
い

頼
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書
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行
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こ
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はらい

込
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受
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付
つけ

証
しょう

明
めい

書
しょ

」を所
しょ

定
てい

欄
らん

に貼
ちょう

付
ふ

してください。　　検
けん

定
てい

料
りょう

　30,000円
えん

経
けい

費
ひ

支
し

弁
べん

書
しょ

所
しょ

定
てい

用
よう

紙
し

に記
き

入
にゅう

。

日
に

本
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語
ご

試
し

験
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に 関
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るい

（日
に

本
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学
がく

試
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験
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利
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選
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抜
ばつ
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する人
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）
日
に
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語
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留
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がく

試
し

験
けん

の成
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績
せき

確
かく

認
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書
しょ

のコピー。
日
に

本
ほん

語
ご

と数
すう

学
がく

コース２の成
せい

績
せき

が記
き

載
さい

されているもの。



５．出
しゅつ

願
がん

上
じょう

の注
ちゅう

意
い

・出
しゅつ

願
がん

前
まえ

には、書
しょ

類
るい

をよく確
かく

認
にん

し不
ふ

備
び

のないよう注
ちゅう

意
い

すること。
・出

しゅつ

願
がん

資
し

格
かく

に注
ちゅう

意
い

し、不
ふ

明
めい

な点
てん

は問
と

い合
あ

わせ確
かく

認
にん

してから出
しゅつ

願
がん

すること。
・一

いっ

般
ぱん

留
りゅう

学
がく
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せい

選
せん

抜
ばつ

と日
に

本
ほん

留
りゅう

学
がく

試
し

験
けん

利
り

用
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選
せん

抜
ばつ

は、同
どう

時
じ

出
しゅつ

願
がん

できない。
・志

し

願
がん

票
ひょう

等
とう

は黒
くろ

ボールペンを使
し

用
よう

し、ていねいに本
ほん

人
にん

が記
き

入
にゅう

すること。
・一

いち

度
ど

受
じゅ

理
り

した出
しゅつ

願
がん

書
しょ

類
るい

及
およ

び検
けん

定
てい

料
りょう

は、いかなる場
ば

合
あい

も返
へん

還
かん

しない。

６．合
ごう

格
かく

発
はっ

表
ぴょう

の方
ほう

法
ほう

合
ごう

格
かく

者
しゃ

には本
ほん

人
にん

宛
あて

合
ごう

格
かく

通
つう

知
ち

書
しょ

及
およ

び入
にゅう

学
がく

手
て

続
つづき

書
しょ

類
るい

を速
そく

達
たつ

郵
ゆう

送
そう

する。

７．初
しょ

年
ねん

度
ど

納
のう

入
にゅう

金
きん

・私
し

費
ひ

留
りゅう

学
がく

生
せい

は半
はん

期
き

210,000円
えん

の授
じゅ

業
ぎょう

料
りょう

が減
げん

免
めん

されて、420,000円
えん

になります。
・ 減

げん

免
めん

制
せい

度
ど

については出
しゅっ

席
せき

状
じょう

況
きょう

・成
せい

績
せき

などで判
はん

断
だん

され、適
てき

用
よう

にならない場
ば

合
あい

があります。

一
いっ

　般
ぱん

　学
がく

　生
せい

留
りゅう

　　学
がく

　　生
せい

入
にゅう

学
がく

金
きん

270,000 270,000

前
ぜん

期
き

授
じゅ

業
ぎょう

料
りょう

630,000 （210,000円減
げん

免
めん

後
ご

の金
きん

額
がく

）420,000

後
こう

期
き

授
じゅ

業
ぎょう

料
りょう

630,000 （210,000円減
げん

免
めん

後
ご

の金
きん

額
がく

）420,000

後
こう

援
えん

会
かい

費
ひ

25,000 0

同
どう

窓
そう

会
かい

費
ひ

10,000 0

学
がく

生
せい

会
かい

費
ひ

30,000 0

合
ごう

計
けい

1,595,000 1,110,000

8．入
にゅう

学
がく

許
きょ

可
か

入
にゅう

学
がく

手
て

続
つづき

が確
かく

認
にん

されしだい、入
にゅう

学
がく

許
きょ

可
か

書
しょ

を送
そう

付
ふ

する。

9．入
にゅう

学
がく

辞
じ

退
たい

入
にゅう

学
がく

手
て

続
つづき

を完
かん

了
りょう

した者
もの

が、2024年
ねん

３月
がつ

29日
にち

㈮
きん

正
しょう

午
ご

までに入
にゅう

学
がく

辞
じ

退
たい

届
とどけ

（様
よう

式
しき

自
じ

由
ゆう

）を提
てい

出
しゅつ

した場
ば

合
あい

、「入
にゅう

学
がく

金
きん

を除
のぞ

いた他
ほか

の納
のう

入
にゅう

金
きん

」を返
へん

還
かん

する。ただし、手
て

続
つづき

書
しょ

類
るい

の返
へん

還
かん

はしない。また、納
のう

入
にゅう

金
きん

の返
へん

還
かん

には、
約
やく

２週
しゅう

間
かん

かかるので注
ちゅう

意
い

すること。
（辞

じ

退
たい

届
とどけ

記
き

入
にゅう

項
こう

目
もく

）
 　届

とどけ

出
で

年
ねん

月
がっ

日
ぴ

・受
じゅ

験
けん

番
ばん

号
ごう

・合
ごう

格
かく

分
ぶん

野
や

・合
ごう

格
かく

者
しゃ

氏
し

名
めい

捺
なつ

印
いん

・辞
じ

退
たい

理
り

由
ゆう

＊ 本
ほん

学
がく

への問
と

い合
あわ

わせ先
さき

〒326-8558　栃
とち

木
ぎ

県
けん

足
あし

利
かが

市
し

大
おお

前
まえ

町
ちょう

268-１

　　　　　　足
あし

利
かが

大
だい

学
かく

　入
にゅう

試
し

広
こう

報
ほう

課
か

　　　Tel　0284-62-9982　　　fax　0284-62-5009



高崎

伊勢崎 太田 館林
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足利大学学長　殿

学生氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国籍　　　　　　　　　　　　　　　　

生年月日（西暦）：　　　年　　　月　　　日　　性別：　男　・　女　

　私は上記の者が日本国に在留中に支弁者になりましたので、下記のとおり経費支弁の引き受け経緯を説

明するとともに、経費支弁について誓約します。

記

◇経費支弁方法

　⑴　学　費

〈例：学費として毎年（　）万円を（　）月（　）日までに、本人名義の口座へ振込みます。〉

　⑵　生活費

〈例：当座の生活資金として（　）万円を振り込み、毎月末までに（　）万円ずつ本人の口座へ振込みます。〉

　⑶　支弁方法（送金・振込等の支弁方法を具体的に記入してください。）

〈例：上記のとおりに、本国の私（父親）名義の口座より、日本での本人名義の口座へ振込みをします。〉

　⑷　今後の収入予定

〈例：本国からの送金で不足する分は、本人が規定の範囲内でアルバイトをします。〉

◇経費支弁者

フ リ ガ ナ

氏 名

現 住 所
〒　　　　－

自宅・携帯・ＦＡＸ

フ リ ガ ナ

勤 務 先 

名 称

職　　　種　　　・ 

役 職 等

勤 務 先 

所 在 地

〒　　　　－

勤 務 先 電 話

Ｆ Ａ Ｘ 番 号

学 生 と の 関 係 

（ 詳 細 に ）

引 き 受 け た 理 由 

（ 詳 細 に ）

経 費 支 弁 書
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足利大学　留学生入試　作文用紙

志望分野

フリガナ

氏　名

［テーマ］志望する分野と志望理由について

※ここから横書きで始めてください。


